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【
予
約
分
譲
す
る
住
宅
地
】

①
所
在
地

  

志
賀
町
末
吉
西
山
地
内

②
分
譲
数

　

55
区
画(

第
１
工
区
分
譲
地
）

③
住
宅
地
規
模 

82
坪
〜
149
坪

④
分
譲
坪
単
価

　
　

２
３
、５
２
０
円
／
坪
〜

　
　
　
　

２
９
、４
０
０
円
／
坪

⑤
分
譲
地
価
格
（
１
区
画
当
り
）

　

２
、０
６
２
千
円
〜
３
、６
７
６
千
円 

※
角
地
及
び
不
整
形
地
補
正
を
し
て

お
り
ま
す
。

⑥
用
地
賃
貸
方
式
も
あ
り
ま
す
。

【
予
約
受
付
期
間
】

　

平
成
20
年
９
月
１
日
か
ら
平
成

22
年
３
月
26
日
ま
で 

（
本
格
分
譲

は
、
平
成
22
年
４
月
以
降
予
定
）

【
申
込
者
の
資
格
】

①
志
賀
町
に
永
住
を
希
望
し
、
住
民

登
録
の
で
き
る
方
。 

②
本
契
約
締
結
後
、
３
年
以
内
に
自

己
の
住
宅
建
設
工
事
に
着
手
で
き

る
方
。（
本
契
約
は
平
成
22
年
４

月
以
降
予
定
）

③
税
金
等
の
公
的
な
支
払
い
を
滞
納

し
て
い
な
い
方
。

④
賃
貸
方
式
を
お
申
込
み
の
方
は
、

本
人
の
収
入
及
び
連
帯
保
証
人
の

確
保
等
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が

で
き
る
方
。

【
分
譲
の
条
件
】

①
土
地
の
分
譲
は
、
１
世
帯
１
区
画

と
し
ま
す
。

②
建
築
物
は
戸
建
て
専
用
住
宅
と
し

ま
す
。

③
本
契
約
締
結
日
か
ら
10
年
間
は
転

売
及
び
賃
貸
等
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
10
年
間
の
買
戻
特
約
を
設
定
し

ま
す
。） 

④
賃
貸
方
式
に
つ
い
て
は
、
右
記
以

外
の
条
件
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご

確
認
下
さ
い
。

【
奨
励
金
制
度
（
限
度
額
100
万
円
）】 

①
土
地
購
入
奨
励
金
60
万
円

②
定
住
奨
励
金
（
賃
貸
方
式
）

　

30
万
円

※
定
住
者
の
年
齢
及
び
居
住
人
数
等

の
条
件
に
よ
り
奨
励
金
の
額
が
異

な
り
ま
す
。 

【
予
約
申
込
方
法
】

①
土
地
購
入
（
賃
貸
）
予
約
申
込
書

の
提
出 

※
予
約
申
込
書
は
、
８
月
中
旬
よ
り

役
場
建
設
課
に
て
配
布
し
ま
す
。

②
そ
の
他
の
必
要
書
類
（
住
民
票
、

納
税
証
明
書
等
） 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

　

志
賀
町
役
場　

建
設
課

　

  　

  　

 

32-

１
１
１
１
（
代
表
）

　
　
　

　

名
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
58
点
も
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
多
数
の
ご
応
募
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

【
名
称
募
集
当
選
者
】

　

門
口　

紀
予
さ
ん
（
志
賀
町
高
浜
町
）

【
最
終
選
考
に
残
っ
た
そ
の
他
の
作
品
】 　

　

・
し
ら
さ
ぎ
台

　

・
四
季
彩
の
丘 

【
名
称
の
決
定
】

　

名
称
の
選
考
は
、
６
月

　

名
称
の
選
考
は
、
６
月
2020
日
（
金
）
各
組
織
の
代
表
者

日
（
金
）
各
組
織
の
代
表
者

か
ら
な
る

か
ら
な
る
1010
名
の
選
考
委
員
に
よ
り
、
第
１
次
・
第
２
次
・

名
の
選
考
委
員
に
よ
り
、
第
１
次
・
第
２
次
・

最
終
審
査
と
厳
正
な
審
査
を
行
っ
て
決
定
し
ま
し
た
。
主

最
終
審
査
と
厳
正
な
審
査
を
行
っ
て
決
定
し
ま
し
た
。
主

な
選
考
理
由
と
し
て
は
、
近
く
に
西
山
イ
ン
タ
ー
が
あ
る

な
選
考
理
由
と
し
て
は
、
近
く
に
西
山
イ
ン
タ
ー
が
あ
る

こ
と
か
ら
、「
西
山
」
と
い
う
名
称
は
石
川
県
内
で
知
れ

こ
と
か
ら
、「
西
山
」
と
い
う
名
称
は
石
川
県
内
で
知
れ

渡
っ
て
お
り
、「
言
い
や
す
い
、
聞
き
や
す
い
、
覚
え
や

渡
っ
て
お
り
、「
言
い
や
す
い
、
聞
き
や
す
い
、
覚
え
や

す
い
」
等
が
決
定
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

す
い
」
等
が
決
定
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

（
平
成
22
年
４
月
予
定
）

（
月
一
回
実
施
）

（
予
約
受
付
期
間
）

■
予
約
か
ら
住
宅
建
設
ま
で
の
流
れ

１
．
土
地
購
入
（
賃
貸
）
予
約
申
込
書
の
提
出　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

←

２
．
申
込
み
多
数
の
場
合
―
抽
選
会
の
開
催　
　
　

　
　

分
譲
の
決
定
通
知　
　

←　
　
　

３
．
土
地
売
買
（
賃
貸
）
予
約
契
約
の
締
結　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

←　

４
．
土
地
売
買
（
賃
貸
）
契
約
の
締
結
（
本
契
約
）

　
　

土
地
代
金
の
納
入　
　

←　
　
　
　
　
　
　
　

５
．
所
有
権
移
転
登
記
―
登
記
済
証
の
交
付　
　
　
　

　
　

住
宅
の
建
設　
　
　
　

←　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
．
住
宅
建
築
完
了
後
―
奨
励
金
申
請　
　
　
　
　



「ねんきん特別便」記録の確認をお願いします。「ねんきん特別便」記録の確認をお願いします。
４月から全ての年金受給者に、６月からは加入者の方にもお届けしています。
必ず確認し、「年金加入記録回答票」に記入し回答 (郵送 ) してください。

現役加入者も緑色の封筒で「ねんきん特別便」が届きます。

◎加入記録を十分にご確認ください。

◎お手数ですが、記録の「もれ」や「誤り」の有無を必ずご回答くださいます
　ようお願いいたします。

◎ねんきん特別便の確認はお済みですか ?

　◆国民年金に関するお問い合せ・相談は
　　七尾社会保険事務所（0767-53-6511）または役場国民年金係（0767-32-9121）へ

３月までに青色の封筒で「ねんきん特別便」を
受け取られた方は、年金記録にもれがある可能
性が高い方です。

青色の封筒の方、回答を忘れていませんか？



　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
の
方
が
医
療
機
関
へ
受
診
し

た
際
に
支
払
う
一
部
負
担
割
合

は
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
１
割
、

現
役
並
所
得
者
は
３
割
で
す
。

　

現
役
並
の
所
得
が
あ
る
後
期
高

齢
者
医
療
の
被
保
険
者（　

住
民
税

課
税
所
得
年
額
145
万
円
以
上
）
と

同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
で
す
。

※
住
民
税
課
税
所
得
と
は
…

　

収
入
額
か
ら
必
要
経
費
を
引
き
、

　

各
種
控
除
を
除
い
た
後
の
額

自己負担限度額

外来（個人ごと） 入院と外来がある場合（世帯ごと）

現役並み所得者（一定以上） 44,400円  80,100円 ＋（医療費   － 267,000円）
　×１％（44,400円）注

一　　　　般 12,000円 44,400円

低 所 得 者
（住民税非課税）

Ⅱ
　8,000円

24,600円

Ⅰ
（年金収入80万円以下） 15,000円

た
だ
し
・
・
・

　

同
じ
世
帯
に
い
る
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
の
平
成
20
年
度

（
平
成
19
年
中
）
の
合
計
収
入
額

が
一
定
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は

申
請
に
よ
り
自
己
負
担
割
合
が
変

更
さ
れ
ま
す
。

①
世
帯
に
２
人
以
上
後
期
高
齢
者

　

医
療
被
保
険
者
が
い
る
場
合
…

　

520
万
円
未
満　

⇩　

１
割
負
担

②
世
帯
に
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

　

険
者
が
１
人
だ
け
の
場
合
…

　

383
万
円
未
満　

⇩　

１
割
負
担

★
平
成
20
年
８
月
１
日
か
ら
平
成

22
年
７
月
31
日
ま
で
の
間
は
、

75
歳
以
上
の
方
（
65
歳
以
上
で

後
期
高
齢
者
医
療
の
障
害
認
定

を
受
け
て
い
る
方
も
含
む
）
が

一
人
で
383
万
円
を
超
え
て
い
て

も
、
世
帯
内
の
70
〜
74
歳
の
方

も
含
め
た
収
入
が
520
万
円
未
満

で
あ
る
場
合
、
自
己
負
担
限
度

額
が｢

一
般｣

と
な
り
ま
す
。

☆
一
部
負
担
金
の
割
合
に

　

つ
い
て

現
役
並
所
得
者（
３
割
負
担
）

と
な
る
方

※

平
成
20
年
度
の
負
担
割
合

に
係
る
判
定
基
準
収
入
額

自己負担限度額について

注　（   ）内の金額は、多数該当（過去 12 ヶ月に３回以上高額療養費の支給を受け４回目の支給に該当）の場合。

住民税課税所得

＝
所　　得　－　各種控除

( 収入額－必要経費 )



保
険
料
の
軽
減
割
合
を

拡
大
し
ま
す

◎
７
割
軽
減
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
、
一

律
８
・
５
割
軽
減
措
置
と
な
り
ま
す
。

◎
所
得
割
を
負
担
す
る
方
の
う
ち
所
得

の
低
い
方
（
賦
課
の
も
と
と
な
る
所
得

額
が
58
万
円
以
下
の
方
）に
つ
い
て
は
、

所
得
割
額
が
50
％
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
21
年
度
以
降
は
内
容
が
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
保
険
料
の
お
支
払
方
法
の
変
更
に
つ
い
て
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
は
原
則
年
金
か
ら
の
天
引

き
で
納
め
て
頂
き
ま
す
が
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
方
は
希
望
に
よ
り
口
座
振
替
に
よ
り
お
支
払

い
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

①
国
民
健
康
保
険
の
保
険
税
を
確
実
に
納
付
し
て
い
た
方

（
世
帯
主
）
が
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
し
て
い
た
だ
く

場
合
。

②
年
金
収
入
が
１
８
０
万
円
未
満
の
方
で
、
世
帯
主
の
方

の
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
し
て
い
た
だ
く
場
合
。

③
年
金
収
入
が
１
８
０
万
円
未
満
の
方
で
、
配
偶
者
の
方

の
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
し
て
い
た
だ
く
場
合
。

　

口
座
振
替
に
よ
り
納
付
い
た
だ
く
場
合
は
お
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。
申
し
込
み
さ
れ
た
方
か
ら
す
み
や
か
に
年

金
か
ら
の
支
払
い
を
中
止
す
る
手
続
き
を
行
い
ま
す
が
、

お
申
し
込
み
い
た
だ
く
時
期
に
よ
り
、
12
月
以
降
の
年
金

か
ら
の
天
引
き
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　　【お問い合せ先】
　　石川県後期高齢者医療広域連合　　076-223-0140　　志賀町役場住民課　　32-9121　

○
保
険
料
は
、「
高
齢
者
の
方
一
人
ひ
と

り
に
皆
、
納
め
て
い
た
だ
く
」
こ
と
に

な
り
ま
す
。

○
保
険
料
の
額
は
、
そ
の
方
の
「
所
得
に

応
じ
て
ご
負
担
い
た
だ
く
部
分(

所
得

割)

」
と
被
保
険
者
の
方
に
「
等
し
く

ご
負
担
い
た
だ
く
部
分(

被
保
険
者
均

等
割)

の
合
計
額
」
に
な
り
ま
す
。

一人当たりの保険料 ＝ 被保険者均等割額 ＋ 所得割額

⬇

基礎控除後の総所得
金額等　×　所得割率

　被保険者均等割額 　　４５,２４０円

　所得割率 　　　　　８. 26％

　賦課限度額 　５００,０００円



ケーブルテレビ

ＩＣＴで快適・便利・安心・安全なくらしへ

ケーブルテレビ　　

志賀町ＣＡＴＶ整備事業
最新情報、まちのホットな情報をお届けします

　志賀町では現代の情報化社会への対応、また国（総務省）が進めるユビキタスネット
社会の実現を図るため、町内全域にＣＡＴＶ網を敷設し、情報通信基盤整備を推進します。

2008.8　NO.13

　雨風など気象条件や電波障害の影響を受けずに確実で明瞭な音声で行政放送を
お伝えします。有線式端末のため設置工事が必要となります。全世帯の加入申込
書の提出をお願いします。

  
  

　設備保守点検作業のため、下記の
日時にテレビ放送・町内ＩＰ電話・
インターネットサービスが停止しま
す。ご迷惑をおかけしますが、ご理
解とご協力をお願いいたします。　

●●●●●●●●●●●●●●●●     ●●●●●●●●     ●●●●●●●●●●●●●●●●     ●●●●●●●●     ●●●●●● ●●●●●● ●● 

【IP 音声告知端末】

志賀町ケーブルテレビでは、多くの放送がご覧いただけます。
プランは、テレビ１台ごとに選択できます。また、Ｓ・Ｍ・Ｌプランを視聴する場合、ＳＴＢが必要となります。

プラン名 チャンネル数
月額利用料（税込）

１台目 ２台目 ３台目以降

基本プラン １１チャンネル 無　料 無　料 無　料

Ｓ プ ラ ン ２３チャンネル １，５７５円 ７８８円 ５２５円

Ｍ プ ラ ン ３７チャンネル ２，６２５円 １，３１３円 ８７５円

Ｌ プ ラ ン ６３チャンネル ３，９９０円 １，９９５円 １，３３０円

●●●●●●●●●●●●●●●●     ●●●●●●●●     ●●●●●●●●●●●●●●●●     ●●●●●●●●     ●●●●●● ●●●●●● ●● 

■ＮＨＫ受信料契約の変更に
　ついて

　共同アンテナを利用されていた方で、
ケーブルテレビ加入により衛星放送
を視聴しなくなった方は、ＮＨＫ受
信料契約の変更手続きが必要となり
ます。下記まで連絡をお願いします。

ＮＨＫ（日本放送協会）
ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ：0120－ 151515

　ＮＨＫ衛星受信料のお支払いは
　「団体一括支払」が便利です。
　【年間で最大3,000円の割引】

■事業所の加入相談会を開催
　します

　事業所の加入相談および加入申し
込みの受付をします。

◎志賀会場
　８月11日（月）10:00～15:00
　志賀町役場　大会議室

◎富来会場
　８月11日（月）10:00～15:00
　富来活性化センター　中会議室

※現在、一般世帯から設置工事を進
めております。事業所の設置工事
は秋頃を予定していますので、
   今しばらくお待ち願います。

(H20.7 現在 )

平成２０年８月５日（火）

午前１時～午前４時頃
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　ケーブルテレビ工事は、施工業者が世帯の皆さんに設置場所等を確認後、引込工事・宅内工事を実施します。
お手数ですが、工事実施前に業者と十分に工事内容・場所等を確認して、工事の承諾をしていただきますよう
お願いします。

　　※指定業者には、指定名札（認定証）の装着を義務付けています。
　　　　指定業者は、町指定の工事（無料分）を行います。
　　　　ご家庭により有料分（分配器交換など）が発生する場合は、事前同意を得て施工します。
　　　　

Ｑ．工事にいつ来てくれるのですか？ 
　Ａ．多くの皆さまから加入申し込みをいただき、引込工事・宅内工事ともに大変混み合っています。
　　　２期エリアは、６月から工事に取り掛かり、１０月の全面開局を予定しています。申込書を提出していた

だいた世帯には必ず工事に伺いますので、今しばらくお待ち願います。

Ｑ．「町内ＩＰ電話が利用できない」と言われましたが？
　Ａ．一部の電話機（親子電話、黒電話、外国製品、４ピンジャック等）及びホームテレフォン、ビジネスフォ

ンなど交換機がある世帯・事業所では、町内ＩＰ電話サービスを利用できない場合がありますので、ご了承
願います。

　　　また、ＩＳＤＮを契約している方は、電話回線がデジタル回線となり、本町のＩＰ音声告知端末とは直接
に接続できません。ただし、お使いのＴＡ（ターミナルアダプタ）によりアナログ接続できる機種もあります。

Ｑ．有料プランのコース変更や解約、ＳＴＢレンタルの解約などはどうするのですか？
　Ａ．情報推進課または金沢ケーブルテレビネット㈱へ電話でご連絡願います。なお、解約は当月１５日までに

お申し出の場合、当月分の料金で当月末日までのご利用となります。当月１６日以降のお申し出については
翌月解約となり、翌月分の料金が課金され、翌月末日までのご利用となります。

Ｑ．宅内業者に「追加で有料工事が必要です」と言われました。なぜですか？
　Ａ．住宅内の既存の配線や分配器では、デジタル放送等に対応できない場合があります。有料となる工事が発

生する場合は事前同意を得て施工しますので、有料となる工事の内容を十分に確認して、工事承諾していた
だきますようお願いします。

Ｑ．ＳＴＢ（セットトップボックス）を購入し、設置したが、キャンセルしたい。
　Ａ．ＳＴＢを購入・設置した後のキャンセル（返品）はできません。
　　　ただし、有料プラン（Ｓ・Ｍ・Ｌプラン）から無料プランへのコース変更は可能です。

Ｑ．ＳＴＢを設置したが、別のテレビに移してもらえますか？
　Ａ．一度設置後のＳＴＢの移動は、ご自分でお願いします。
　　　ご希望の方には、有料（出張サービス：１台5,250円）で、金沢ケーブルテレビネット㈱が移動します。
　　　【ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ：　0120-751-114】

Ｑ．ＩＰ音声告知端末からの防災行政放送は、いつ頃から始まりますか？
　Ａ．町内全域で現行の無線端末から有線端末（ＩＰ音声告知端末）への更新が出来次第（H20.12～ H21.3

頃を予定）、放送を開始します。
　　　無線端末の撤収等については、後日、ご案内しますので、それまではそのままご使用願います。

Ｑ．インターネットの接続や設定はどうするのですか？
　Ａ．金沢ケーブルテレビネット㈱から登録証と設定マニュアルが郵送されますので、マニュアルに従いご自分

で設定をお願いします。マニュアルでご不明な点は、金沢ケーブルテレビネット㈱が電話サポートしますので、
お問合わせください。マニュアル、電話サポートで設定できない方は、ご希望により訪問設定（有料）を行
います。

志賀町ケーブルテレビネットワーク　Q & A志賀町ケーブルテレビネットワーク　Q & A



志賀原子力発電所周辺の

環境放射線監視結果

今回の調査結果は、これまでに実施した調査結果と比べていずれも同程度であ
り、安全の確保が図られています。

空間放射線（平成 年 月 月）

放水ピット



排気筒

放水ピット

単位 シーピーエス（ ）

排気筒

放水ピット

号機

号機

志賀原子力発電所の運転状況（平成 年 月 月）

［特記事項］

年 月 日 内 容

（平成 年 月 日）
（平成 年 月 日）

第 回定期検査開始（ 号機）
第 回定期検査開始（ 号機）



　第３０回志賀町子供相撲大会が７月２９日（日）
に高浜小学校の相撲場で行われました。
　町内８小学校から団体戦３２チーム、２５０人
の児童が参加し、雨が降る中、保護者や応援団が
声援を贈りました。
　大会の成績は次のとおりです。
【団　体】１位　高浜Ａ、２位　高浜Ｂ、　　　　
　　　　３位　下甘田Ａ、土田Ａ
【敢闘賞】高浜Ｃ、上熊野Ａ、加茂Ａ、下甘田Ｂ
【個　人】
６年　１位　松井柚綺（下甘田）、２位　三浦直希（志加浦）、
　　　３位　山本将人（高浜）、鍋岡伸太郎（高浜）
５年　１位　千田喬俊（堀松）、２位　川谷雅之（志加浦）、
　　　３位　山口正人（富来）、加藤宏次郎（高浜）
４年　１位　坂井太貴（高浜）、２位　小堀　純（堀松）、
　　　３位　川口　旺（土田）、土田友也（下甘田）
２、３年
　　　１位　干場伸介（富来）、２位　横田拓邦（上熊野）、
　　　３位　山本純平（高浜）、加茂野洸介（下甘田）

子ども相撲大会

　７月１日（火）、志賀町保護司会の中川美智子
さんらが志賀町役場を訪れ、鳩山邦夫法務大臣の
メッセージを細川町長に伝達した後、中学生の協
力を得て、「社会を明るくする運動」の街頭啓発
活動を展開しました。
　この日は、犯罪非行を未然に防止すると同時に、
罪を犯した人や非行をした少年の更生と円滑な社
会復帰を促進するための記念日で、毎年７月は「社
会を明るくする運動」月間となっています。

　ＪＡ志賀の泉組合長から志賀町に農業関係の参
考図書が寄贈されました。
　ＪＡバンク石川が取り組むアグリサポート事業
の一環として、子供たちに対する農業への理解と
実践活動を推進するために贈られたもので、今後
町では小学校高学年の授業に取り入れることにし
ています。

ＪＡ志賀が農業関係図書を寄贈

社会を明るくする運動



　７月７日（火）で１００歳になられた名山幸作
さん（明治４１年生　高浜町）に９日（水）、祝
い状と花束などが贈られました。細川町長は
「１００歳おめでとうございます。長生きの見本と
してこれからもがんばってください」とお祝いの
言葉を述べ、名山さんは「自分でも７月７日まで
生きとられたら、光栄なことやと思って神様にお
願いしていました」と笑顔で話しました。
　志賀町では現在、１００歳以上の方々は名山さん
で１７人目となりました。
　また、１１日（金）には名山さんの長男の良明
さんが役場を訪れ、「福祉向上に使ってください」
と細川町長に寄付金１００万円を手渡しました。
　大切に使わせていただきます。

第29回志賀町自衛消防操法大会

１００歳おめでとうございます

故南さんの作品が故郷志賀町へ

　第２９回志賀町自衛消防操法大会は６日（日）、
文化ホール横駐車場で行われ、地区の自警団など
１７チームが参加しました。
　この大会は小型動力ポンプの操作技術や火点の
標的に向かって放水するタイムを競うものです。
　今年は、北陸電力志賀原子力発電所の科学消防
隊もデモンストレーションで参加し、機敏な動き
を披露しました。
　成績は次のとおりです。
　優　勝　大笹自警団
　２　位　上野自警団A
　敢闘賞　上野自警団B　大念寺自警団A
　　　　　安津見自警団

　志賀町出身の洋画家、南政善さん（明治４１年
～昭和５１年）の作品が、長女の大岩志賀子さん
から町に寄贈されました。町では町立図書館で
10月に生誕百周年記念展を予定していて、これ
の話を聞いた大岩さんから寄贈の申し出があって
実現したものです。作品は「横向きの少女」「本
を持つ老人」の２点。
　細川町長と青山教育長に作品が披露され、町長
は「立派な作品をいただきありがたい。記念式典
を盛大に開きたい」と話しました。
　南さんは羽咋中学校から東京美術学校（現東京
芸大）に進み、在学中に「老人像」で帝展初入選
し日展評議員も務められました。
　志賀町が所蔵する南さんの作品はこれで５点と
なりました。
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県では、主に男性社員（職員）を対象に、子育
ての楽しさや大切さ、子どもとの接し方などにつ
いて学ぶための講座の開催を希望する企業や行政
機関、各団体を募集します。
この講座は、クイズ形式を取入れながら楽しく
進めていきます。自分自身を振り返り、子どもと
の関わりを考え、今後の子育てに活かしていただ
けます。お気軽にお申し込みください。

と き 平日、土日、祝日いずれも可
（詳細は後日相談）

ところ 会議室や休憩室
人 数 人から 人
費 用 無 料

応募総数 県内 ヵ所、締め切り 平成 年 月 日（日）

申し込み先 石川県健康福祉部少子化対策監室こども政策課
担当 高山
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開開催催ししまませせんんかか開催しませんか
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を
超
え
た

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

と

き

月

日
か
ら

月

日
（
月

金
）
午
後

時
か
ら
午

後

時

と
こ
ろ

羽
咋
工
業
高
等
学
校

受
講
料

円

申
込
期
間

月

日
か
ら

月

日
ま
で

申
込
方
法

電
話
な
ど
で
本
校
事

務
室
ま
た
は
、
情
報
管
理
課
ま
で

学
校
の

に
も
詳
し
く
掲
載
し

て
い
ま
す
。

方
を
学
ぶ
。

と

き

月

日（
日
）

午
前

時

分

定

員

人

参
加
費

円

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、箸

講

師

室
谷

加
代
子
氏

古
着
を
使
っ
て
小
物
を
作
り
、
ご

み
を
出
さ
な
い
工
夫
と
布
の
有
効
利
用

と

き

月

日（
土
）

午
前

時

定

員

人

参
加
費

円

持
ち
物

の
布

枚
、

裁
縫
道
具

講

師

原
田

洋
子
氏

申
込
先

ク
リ
ン
ク
ル
は
く
い

古
着
の
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

と

き

月

日
（
火
）

午
前

時

分

午
後

時

と
こ
ろ

道
の
駅

旬
菜
館

前

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

て
ん
と
市

金
森
美
津
雄
様（
西
海
千
ノ
浦

）特
別
社
員

中
谷
梅
松
様（
荒

屋
）特
別
社
員

高
山
直
樹
様（
鹿

頭
）特
別
社
員

川
島
和
夫
様（
鹿

頭
）特
別
社
員

北
風
幸
作
様（
福
浦
港
）寄
付

あなたも、もしもの時のために救急法を覚えてみませんか！

普通救命講習会を開催します
と き 平成 年 月 日（土）

午後 時から 時までの 時間

と こ ろ 志賀町文化ホール（小ホール）

受 講 料 無 料

受講人員 定員 名

受講された方には修了証が交付されます。

当日は、正午より受け付け開始します。受講申請され
る方は、事前に申請書を提出してください。申請書は志
賀消防署にありますので、ご面倒でもお越しください。
当日、遅刻・早退の場合は受付及び修了証の交付がで
きない場合があります。

講習会についてのお問い合せは

志賀消防署 救急係まで

＠

助かるはずの命を救うために

狩猟免許試験のお知らせ

［ 狩 猟 免 許 試 験 ］
と き 月 日（日）午前 時から

（受験当日の受付は、
午前 時 分 分までです）

ところ 石川県生涯学習センター
金沢市広坂

受験を希望される方は、申請書を 月
日（金）までに、住所地を管轄する県農林
総合事務所へ提出してください。

［申請書提出先一覧］

南加賀農林総合事務所
小松市園町ハ

石川農林総合事務所
白山市馬場

県央農林総合事務所
金沢市戸水

中能登農林総合事務所
七尾市小島町ニ部

奥能登農林総合事務所
輪島市三井町洲衛

月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す

県
の
直
接
徴
収

（
町
県
民
税
の
滞
納
整
理
）

町
税
に
対
す
る
納
税
者
の
不
公
平

を
な
く
し
町
税
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、

町
で
は
文
書
や
電
話
に
よ
る
催
促
の

ほ
か
、
滞
納
者
宅
を
訪
問
す
る
な
ど

の
滞
納
整
理
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

悪
質
な
滞
納
者
に
対
し
て
は
財
産

の
差
し
押
さ
え
処
分
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
さ
ら
な
る
滞
納
整
理
強
化
の

た
め
、

月
か
ら
県
が
個
人
町
県
民

税
の
滞
納
案
件
を
引
き
受
け
、
直
接

徴
収
を
行
い
ま
す
。

納
税
催
告
書
が
届
い
て
い
る
方
で
、

納
税
の
誓
約
な
ど
を
行
っ
て
い
な
い

方
は
、
県
か
ら
滞
納
処
分
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
急
に
納

税
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
が
困
難
な
場
合
は
、
随
時
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
先

税
務
課
納
税
係



子育て相談 子育て支援課子育て相談

人権啓発講演（午後 時 時 分）人権啓発講演（午後 時 時 分）

テーマ 生きる力をつける処方箋

香山 リカ さん

専門は精神病理学だが、テレビゲーム等の
サブカルチャーにも関心を持つ。著書に キ
レる大人はなぜ増えた おとなの男の心
理学 など多数。

日時 平成 年 月 日（日）
午前 時 分 午後 時

会場 輪島市文化会館
輪島市河井町 部 番地

その他、輪島実業高校・珠洲実業高校のブラスバンド演奏、
日本航空第二高校のダンスなど多彩な催しあり

お問い合わせ先 石川県人権推進室

人人人人人人人人権権権権権権権権啓啓啓啓啓啓啓啓発発発発発発発発フフフフフフフフェェェェェェェェスススススススステテテテテテテティィィィィィィィババババババババルルルルルルルル人権啓発フェスティバル月は経済産業省主唱による
電気使用安全月間 です。

試験期日及び会場

第 次試験 期日 平成 年 月 日（日） 会場 羽咋郡市内（募集申込締切後通知）
第 次試験 第 次試験合格者に別途通知します。平成 年 月中旬頃予定。

書類の提出期間

平成 年 月 日（金）から平成 年 月 日（木）まで（郵送の場合は 月 日 到着分まで）

その他 試験科目や必要な書類については、下記までお問い合わせください。

平平成成 年年度度羽羽咋咋郡郡市市広広域域圏圏事事務務組組合合職職員員採採用用候候補補者者試試験験のの実実施施平成 年度羽咋郡市広域圏事務組合職員採用候補者試験の実施

平成 年度羽咋郡市広域圏事務組合職員採用候補者試験を次のとおり実施します。

職種、採用予定人員及び受験資格

職 種 採用予定人員 職務内容 受 験 資 格

消 防 士 名 消防署等において交替制勤
務を含む消火 救助 救急活
動、火災予防などの業務に
従事します。

昭和 年 月 日以降に生まれた方（平成 年 月 日現在で 歳未満）
で、高等学校卒業程度の学力を有する方で、普通自動車（ 車限定を除く）
免許を現に有するか平成 年 月末までに取得する見込みの方

消 防 士 名
昭和 年 月 日以降に生まれた方（平成 年 月 日現在で 歳未満）
で、普通自動車（ 車限定を除く）免許を現に有するか平成 年 月末ま
でに取得する見込みの方（救急救命士有資格者）

作業療法士 名 公立羽咋病院において医師
の指示の下に、それぞれ（作
業療法士・臨床工学技士・
夜間勤務を含む看護）の業
務に従事します。

昭和 年 月 日以降に生まれた方（平成 年 月 日現在で 歳未満）
で、それぞれ（作業療法士・臨床工学技士・看護師）の免許を有するか平
成 年 月末までにそれぞれの免許を取得見込みの方

臨床工学技士 名

看 護 師 名

職 種 採用予定人員 職務内容 受 験 資 格

消 防 士

消 防 士

作業療法士

臨床工学技士

看 護 師

羽羽咋咋郡郡市市広広域域圏圏事事務務組組合合事事務務局局 総総務務課課羽咋郡市広域圏事務組合事務局 総務課
羽羽咋咋郡郡市市広広域域圏圏事事務務組組合合消消防防本本部部 庶庶務務課課羽咋郡市広域圏事務組合消防本部 庶務課
羽羽咋咋郡郡市市広広域域圏圏事事務務組組合合公公立立羽羽咋咋病病院院庶庶務務課課 内内線線羽咋郡市広域圏事務組合公立羽咋病院庶務課 内線

羽羽咋咋郡郡市市広広域域圏圏事事務務組組合合ホホーームムペペーージジ羽咋郡市広域圏事務組合ホームページ

採用年月日 平成 年 月 日以降



試験期日及び会場

第 次試験 期日 平成 年 月 日（日） 会場 志賀町役場
第 次試験 第 次試験合格者に別途通知します。平成 年 月中旬頃予定。

試験科目
第 次試験 教養試験、作文試験、適性試験 第 次試験 面接試験

必要な書類

受験申込書（規定用紙） 身上調書（規定用紙）
最終学校の卒業証明書（又は卒業見込証明書） 写真 枚（縦 横 ）
資格免許の写し又は取得見込み証明書
書類 ・ の交付は、志賀町役場総務課及び富来支所総務係、郵便及びホームページで取り扱いします。

志賀町ホームページ

書類の提出期間及び提出方法

提出期間 平成 年 月 日（月）から平成 年 月 日（月）まで
提出期間内に志賀町役場総務課へ提出すること
郵送による提出の場合は、封筒の表に 職員採用試験申込書 と朱書きし、簡易書留
で郵送すること（平成 年 月 日付の消印のあるものまで受理します）。

その他 詳細については、下記までお問い合わせください。

志賀町では平成 年 月 日から勤務していただく職員の採用候補者試験を

次のとおり実施します。

職種、採用予定人員及び受験資格

職 種 採用予定人員 受 験 資 格

社会福祉士 名
昭和 年 月 日以降に生まれた方（ 歳以下）で、社会福祉士
の資格を有する方、又は平成 年春季までに取得する見込みの方

保 育 士 名
昭和 年 月 日以降に生まれた方（ 歳以下）で、保育士の資格
を有する方、又は平成 年春季までに取得する見込みの方

職 種 採用予定人員 受 験 資 格

社会福祉士

保 育 士

志志賀賀町町役役場場総総務務課課 職職員員係係 電電話話志賀町役場総務課 職員係 電話

石
川
県
立
美
術
館

一
年
余
り
の
改
修
工
事
を
終
え
て
、
県
立

美
術
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

記
念
企
画
展
は

法
隆
寺
の
名
宝
と
聖
徳

太
子
の
文
化
財
展
。
日
本
海
側
初
の
公
開

と
な
る

国
宝

玉
虫
厨
子

を
は
じ
め
、

法
隆
寺
の
国
宝
、
重
要
文
化
財
を
中
心
に
一

一
一
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
聖
徳
太

子
に
関
連
し
た
地
元
の
諸
像
も
あ
わ
せ
て
展

示
さ
れ
ま
す
。

開
催
は

月

日
ま
で
。
ま
た
と
な
い
こ

の
機
会
を
、
ぜ
ひ
お
見
逃
し
な
く
。

会

期

月

日（
土
）

月

日（
金
）

会
期
中
無
休

開
館
時
間

午
前

時

分

午
後

時

（
入
館
は
午
後

時

分
ま
で
）

会

場

石
川
県
立
美
術
館

（
金
沢
市
出
羽
町

）

観
覧
料

一

般

、

円（

円
）

大
学
生

円（

円
）

高
中
小
生

円（

円
）

（

）
内
は

名
以
上
の
団
体
料
金

駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
で
き
る
だ
け
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
下
さ
い
。
土
日
祝
日
は
、
金
沢

駅
東
口

の
り
ば
発
の

兼
六
園
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

が
便
利
で
す
。
乗
車
料
金
は
大
人

円
、
小
人

円
、

バ
ス
停

成
巽
閣
前

下
車
徒
歩

分
で
す
。

石
川
県
立
美
術

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
は

月

日



今年も「とぎ増穂浦のぶどう」が、甘さもたっぷり実りました。
さあ、ご家族、お友だちお誘い合わせてご来園ください‼

さぁ、ご家族、お友だち揃って、爽やかなブドウ園へ !!
※　団体でご来園の場合は、予めご連絡ください。

と　き

ところ

７月２６日 (土 ) ～ ９月中旬（予定）
開園時間：午前１０時～午後４時

とぎ増穂浦ブドウ園
（能登リゾートエリア増穂浦沿い）
　看板・昇り旗を目印においでください

★豊作感謝のお持ち帰り価格★

品種名 特　徴 販売価格
(１kg)

デ ラ ウ ェ ア 酸味が適度にあり、上品な香り。
（小粒：褐色） 800円

スチューベン 酸味が少なく、極めて甘い。
（中粒：黒色） 1,000円

巨　　　　 峰 ぶどうの王様。果汁が多く、
食味良好。（大粒：紫黒色） 1,200円

ルビーオクヤマ マスカットの香りが強く、日持
ちがいい。（大粒：紫赤色） 1,200円

ロザリオビアンコ
楕円形の大粒で、糖度が高い。
（大粒：緑黄色） 1,200円

《お問い合せ先》

志賀町公共施設等管理公社

志賀町とぎ実験農場
石川県羽咋郡志賀町香能ろ－ 64
　　TEL　0767-42-2617 
　　FAX   0767-42-2613



住民課からのお知らせ

•心臓病や脳卒中などを予防するために、メタボリックシンドロー
　ムの該当者や予備群の方をみつけます
•健診後、メタボのリスクの高い方には特定保健指導を行います

•８月末で終了となります！
町内医療機関で、町から送られて来た受診券と
保険証を必ず持って健診を受けましょう。

　今年度６、７月に、国民健康保険被保険者の方で特定健康診査（４０歳～７４歳） を
受けた方全員を対象に、健康診査結果の見方についての説明会を行います。 
　特定健康診査の結果から身体の状態を理解し、生活習慣を見直すきっかけとしてください。 
　相談日、場所は次のとおりです。ご希望の日時を電話でご予約ください。

・相　談　日

・相談会場 志賀地区　役場本庁　１１会議室     
富来地区　富来地域活性化ｾﾝﾀー 中会議室

志 賀 地 区 相　 　　　談　　　　時　　　　間

８月２０日（水） ①午後１: ３０～２: ００　②午後２: ３０～３: ００　③午後３: ３０～４: ００

８月２２日（金） ①午後７: ００～７: ３０　②午後８: ００～８: ３０

８月２６日（火） ①午後１: ３０～２: ００　②午後２: ３０～３: ００　③午後３: ３０～４: ００

８月３０日（土） ①午前９: ３０～１０: ００　②午前１０: ３０～１１: ００ 

富 来 地 区 相　 　　　談　　　　時　　　　間

８月１９日（火） ①午後７: ００～７: ３０　②午後８: ００～８: ３０

８月２４日（日） ①午後１: ３０～２: ００　②午後２: ３０～３: ００　③午後３: ３０～４: ００

８月２５日（月） ①午後１: ３０～２: ００　②午後２: ３０～３: ００　③午後３: ３０～４: ００

８月２７日（水） ①午後１: ３０～２: ００　②午後２: ３０～３: ００　③午後３: ３０～４: ００ 

※　健康診査の結果と健康手帳をお持ちください。

お問い合せ・説明会のご予約は　住民課　国保年金係　℡　３２－９１２１まで。

特定健診はお済みですか？特定健診はお済みですか？

＊お気軽においでください！



■第２０回「志賀町を描く美術展｣ 作品募集
　　当町では、美しい自然をはじめ、志賀の生活・産業や夢を描いていただき、芸術文
化の振興を願い、平成元年から「富来を描く美術展」として毎年開催していましたが、
今回で２０回を迎える節目の年に、名称も新たに開催します。

　　皆様のご応募を心よりお待ち申し上げます。

■募集要項
　○テーマ　　　志賀町の風景、風俗、祭り、行事、生活、心象など。抽象、具象の表
　　　　　　　　現は問いません。
　○応募資格　　美術展の趣旨に賛同する創作者。年齢・国籍は問いません。
　○応募規定　　【規格・体裁】日本画・洋画・水墨画・版画。Ｆ30号以内とし、額装
　　　　　　　　　　　　　　にして下さい。
　　　　　　　　【応　募　点　数】１人２点以内。２点出品の場合、うち１点は８号以内
　　　　　　　　　　　　　　　とします。
　　　　　　　　【出　品　料】無料
　　　　　　　　【そ　の　他】応募作品は、未発表のものに限ります。
　○搬入期日　　平成２０年１１月５日（水）まで
　○搬入場所　　富来活性化センター 志賀町富来領家町甲の10 　℡４2-0500

■作品審査
　　　１１月７日（金）審査員により審査を行い、入選・入賞作品を決定します。
　　　なお、入選・入賞者には直接通知します。

■特別審査員　　中　川　　　衛　　金沢美術工芸大学教授（人間国宝）
■展覧会
　　◆《富来展》　会　期　　平成２０年１１月１５日（土）～１１月２４日（月）
　　　　　　　　会　場　　富来活性化センター　町民大ホール
　　◆《金沢展》　会　期　　平成２０年１２月４日（木）～１２月８日（月）
　　　　　　　　会　場　　金沢市片町　ラブロ片町７階　アートシアターいしかわ
■表彰と賞金
　　優れた作品には次の賞を贈り、表彰します。
　　　《表彰式》　平成２０年１１月１５日（土）午後３時００分～　富来活性化センター　
　　　　・大賞　５０万円　・町長賞　３０万円
　　　　・第２０回記念賞　・県知事賞　・北國新聞社賞　・テレビ金沢賞　・特選
　　　　・農協長賞　・志賀町商工会長賞　・富来商工会長賞　・奨励賞　・遠来賞
　　　　・小品賞（８号以下とする）　・ジュニア賞（小・中・高校生の部）
　　　　　　上記作品の内、大賞及び町長賞はお買い上げ賞（版権含む）とします。

■お問合わせ先　　富来活性化センター（℡42-0500）までお願いします。

　

今
年
度
の
ジ
ュ
ニ
ア
版
画
教
室
が
６

月
よ
り
開
講
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
４
年
生
〜
６
年
生
の
12
人
が

参
加
し
、
森
田
真
一
先
生
の
指
導
の
も

と
で
、
大
型
版
画
の
製
作
に
挑
戦
し
ま

す
。

　

昭
和
52
年
か
ら
始
ま
っ
た
ジ
ュ
ニ
ア

版
画
教
室
は
、
今
年
で
32
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル
に
は
、

今
ま
で
の
大
作
が
３
点
展
示
さ
れ
て
い

て
、
大
き
く
迫
力
の
あ
る
作
品
を
見
て

「
や
っ
て
み
た
い
！
」
と
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
も
い
ま
す
。
ま
た
、
３
年
間

続
け
て
参
加
し
て
頑
張
っ
て
い
る
子
供

た
ち
も
い
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
『
花
と
生
き
も
の

と
子
ど
も
た
ち
』
を
題
材
と
し
て
取
り

組
み
、
皆
で
協
力
し
な
が
ら
完
成
の
日

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

出
来
上
が
っ
た
作
品
は
、
文
化
祭
に

展
示
し
て
、
多
く
の
人
々
に
見
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
、
年
賀
版
画
に
も
取

り
組
む
予
定
で
す
。

開講式模様



【
趣
旨
】
短
歌
・
俳
句
・
詩
な
ど
、
文
学
の
創

作
活
動
を
通
じ
、
自
然
や
人
、
生
活
、
社
会

な
ど
を
凝
視
し
、
深
い
読
解
力
を
養
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

【
主
催
】
坪
野
哲
久
文
学
記
念
館

【
共
催
】
志
賀
町
・
志
賀
町
教
育
委
員
会

【
協
力
】
志
賀
歌
会
・
志
賀
町
俳
壇
協
会
・

　
　
　

 

志
賀
町
図
書
館
協
議
会

【
応
募
資
格
】
町
内
の
小
中
学
生
及
び
町
内
在

　
　
　
　
　
　

住
及
び
在
学
の
高
校
生

【
部
門
及
び
応
募
点
数
】

　

○
短
歌
の
部　
　

一
人
三
首
ま
で

　

○
俳
句
の
部　
　

一
人
三
句
ま
で

　

○
詩
の
部　
　
　

一
人
三
作
品
ま
で

【
テ
ー
マ
】
各
部
門
の
テ
ー
マ
は
自
由

　
　

日
常
の
生
活
の
中
で
の
喜
び
、
感
動
、
悲

し
み
、
怒
り
な
ど
、
あ
な
た
が
感
じ
た
心
の

風
景
を
表
現
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
応
募
規
定
】
本
人
が
作
っ
た
未
発
表
の
作
品

に
限
り
ま
す
。（
校
内
・
グ
ル
ー
プ
内
発
表
可
）

俳
句
で
は
17
音
の
中
に
「
季
語
」
を
一
つ
だ

け
入
れ
て
下
さ
い
。
詩
に
つ
い
て
は
、
一
作

品
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
１
枚
以
内
と
し
て

下
さ
い
。

【
応
募
方
法
】
町
内
の
小
中
学
生
に
お
い
て
は
、

担
任
の
先
生
を
通
じ
て
、
学
校
単
位
で
応
募

し
て
下
さ
い
。

　
　

町
内
在
住
及
び
町
内
の
高
等
学
校
に
在
学

し
て
い
る
高
校
生
に
お
い
て
は
、
直
接
応
募

先
ま
で
持
参
も
し
く
は
郵
送
し
て
下
さ
い
。

（
短
歌
・
俳
句
に
つ
い
て
は
、
葉
書
に
記
入

し
て
直
接
郵
送
可
）

　
　

た
だ
し
、
郵
送
及
び
持
参
の
場
合
は
、

氏
名
、
年
齢
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
自
宅

電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
明
記
の
上
、

応
募
し
て
下
さ
い
。

【
応
募
先
】

　

〒
９
２
５―

０
１
９
８

　
　

志
賀
町
末
吉
千
古
一―

一

　
　
　

志
賀
町
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
　

坪
野
哲
久
文
学
賞
係
ま
で

【
応
募
期
間
】
７
月
14
日
〜
９
月
12
日

【
選
考
】
坪
野
哲
久
文
学
記
念
館
及
び
学
識

経
験
者
で
実
施
す
る
。
各
部
門
入
賞
者
に

は
追
っ
て
後
日
通
知
い
た
し
ま
す
。

【
賞
】
各
部
門
優
秀
作
品
に
は
賞
状
と
副
賞

を
授
与
す
る
。

【
表
彰
】
表
彰
方
法
に
つ
い
て
は
、
本
人
及

び
学
校
宛
て
通
知
い
た
し
ま
す
。

【
展
示
】
坪
野
哲
久
文
学
記
念
館
及
び
公
共

施
設
等
で
一
定
期
間
展
示
予
定

【
著
作
権
】
応
募
作
品
の
著
作
権
は
、
応
募

者
に
帰
属
し
ま
す
が
、
主
催
者
は
、
展
示
・

広
報
な
ど
の
必
要
な
印
刷
物
及
び
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

【
個
人
情
報
】
御
応
募
い
た
だ
い
た
方
の
個

人
情
報
は
、
坪
野
哲
久
文
学
奨
励
賞
に
関

す
る
業
務
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

【
お
問
合
わ
せ
先
】

○
志
賀
町
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

　
　
　

坪
野
哲
久
文
学
賞
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡ 

32-

９
３
５
０

○
志
賀
町
立
図
書
館　

℡ 

32-

１
７
４
０

○
志
賀
町
立
富
来
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡ 

42-

２
７
７
７

　

友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
聞
い
て
も
、
親
子

で
聞
い
て
も
、
と
っ
て
も
楽
し
い
『
か
み
し

ば
い
』
で
す
。
ま
た
、
野
間
先
生
の
紙
芝
居

に
は
子
ど
も
と
絵
本
を
読
む
と
き
の
ヒ
ン
ト

も
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

日
時　

９
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜

　

場
所　

志
賀
町
立
図
書
館

　

講
師　

野
間　

成
之　

さ
ん

　

参
加
無
料

お
問
合
わ
せ
先

　

志
賀
町
立
図
書
館　

℡ 

32-

１
７
４
０

　

生
涯
学
習
課　
　
　

℡ 
32-

９
３
５
０

　

志
賀
の
星
の
会
で
は
次
の
日
程
で
天
体
の

観
望
会
を
実
施
し
ま
す
。
８
月
は
『
木
星
』

や
『
水
星
』
が
き
れ
い
に
見
え
る
季
節
で
す
。

星
に
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
、
ど
な
た
で
も

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

○
日
時　

８
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

　
　
　
　
　

雨
天
時
の
場
合
、
11
日
（
月
）

　

○
場
所　

志
賀
町
児
童
館

　

○
内
容　

木
星
、
水
星
、
月
（
半
月
）、

　
　
　
　
　

夏
の
星
座
を
天
体
望
遠
鏡
で

　
　
　
　
　

観
察
し
ま
す
。

　

○
お
問
合
わ
せ
先

　
　
　

志
賀
星
の
会　

沢
田　

忠
夫

　
　
　
　
　
　

℡　

３
２-

１
０
８
５

　

※
時
間
厳
守
、
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で

　
　

お
願
い
し
ま
す
。

木星



立
ち
消
え
と
な
り
し
旅
追
ふ
虹
の
橋

鍋
岡
美
智
子

緑
蔭
や
家
持
し
の
ぶ
虚
子
の
句
碑北

谷

芳
子

蛇
に
あ
う
悲
鳴
に
夫
も
驚
け
り

土
田
エ
ミ
子

笹
ず
し
や
遠
き
日
想
う
母
の
味

藤
勝
勇
美
子

洗
い
髪
風
に
ま
か
せ
て
ハ
イ
ヒ
ー
ル

裏
田

弘
美

歌
碑
か
こ
む
浜
昼
顔
の
風
や
わ
し吉

田

外
江

賀
茂
川
や
王
朝
絵
巻
夏
の
京

冨
地

重
内

山
百
合
の
匂
ひ
て
出
勤
送
り
出
す森

下
い
わ
お

も
ろ
も
ろ
を
片
付
け
終
わ
り
梅
雨
明
く
る

大
乗

春
風

葱
坊
主
空
を
見
上
げ
て
ど
ん
な
夢須

广
と
み
子

刈
り
残
す
棚
田
の
畦
の
夏
薊

あ
ざ
み

堀

綾
子

松
涼
し
恩
師
を
し
の
ぶ
園
に
佇た

つ出
島

史
子

文
芸
教
室

に
掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
紙
面
の
制
約
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一
般

投
稿
の
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
に
つ
い
て
は
一
首

（
一
句
）、
詩
に
つ
い
て
は
二
百
字
以
内
と
し
て
送

付
く
だ
さ
い
。

送
り
先

志
賀
町
末
吉
千
古

番
地

志
賀
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

広
報
担
当
ま
で

毎
月

日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

を

し

毎
月

日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

げ
ん
か
ん
に
元
気
あ
ち
こ
ち
く
つ
お
ど
る

木
村
よ
し
子

夫
婦
に
も
垣
根
が
あ
っ
て
平
和
な
り

西
尾

善
春

垣
根
越
し
世
間
話
に
花
が
咲
き

須
曽

正
子

垣
根
越
し
宅
急
便
の
お
す
そ
分
け須

磨
ひ
ろ
し

親
子
で
す
垣
根
は
ず
し
て
打
ち
明
け
る

坂
下
二
三
子

垣
根
越
し
隣
の
け
ん
か
飛
ん
で
く
る

山
本

静
香

亡
き
息
子
成
人
の
年
植
え
し
木
に

想
ひ
出
熱
く
鋏

は
さ
み

入
れ
ゆ
く

越
後

一
子

中
三
の
孫
が
く
れ
た
る
お
み
や
げ
の

南
部
風
鈴
清
し
く
鳴
れ
り

岩
上

久
枝

犬
と
ゆ
き
す
が
ら
み
つ
け
し
梅
あ
ま
た

ひ
ろ
い
集
め
て
ポ
ケ
ッ
ト
こ
ぼ
れ
る

石
田

豊

闇
増
し
く
る
通
夜
の
道
ゆ
く
足
下
を

ど
く
だ
み
の
花
白
白
つ
づ
く

芳
岡

典
子

数
時
間
東
京
の
空
気
吸
い
こ
ん
で

最
終
便
の
乗
客
と
な
る

坂
井
外
志
子

敬
老
会
嫁
が
踊
手
孫
送
迎

智
子

真
夏
日
や
買
物
袋
の
重
さ
か
な

浅
子

晴
れ
マ
ー
ク
続
く
今
年
の
梅
雨
中
ば

野
菜
の
顔
見
に
畑
へ
急
ぐ

み
さ
の

暁
の
道
路
に
添
う

ミ
ニ
花
壇

幼
き
ホ
オ
ズ
キ
と
下
弦
月

雪
門

亡
き
兄
の
二
十
三
回
忌
に
招
か
れ
て

残
り
し
者
は
想
い
で
さ
ら
に
重
な
り
て

千
里

望
ま
れ
て
お
互
い
元
気
共
白
髪

高
島

和
子

サ
ミ
ッ
ト
で
望
み
出
て
き
た
輪
島
塗

平
島

凡

金
沢
港
乗
っ
て
見
た
い
な
フ
ェ
リ
ボ
ー
ド

川
上

富
子

手
の
ひ
ら
に
乗
せ
て
あ
や
つ
る
利
口
者

林

ち
よ
子

考
え
た
つ
も
り
が
何
故
か
乗
せ
ら
れ
る

芝
山

照
子

リ
フ
ォ
ー
ム
の
乗
換
駅
で
右
ひ
だ
り

み
や
み
ち
さ
か
し

も
の
が
た
り

山
田

欣
三

波
と
岩
と
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
て

幾
星
霜
の
歴
史
を
重
ね
て
形
造
っ
た

奇
巌
と
奇
岩
の
岸
辺

こ
の
能
登
に
残
さ
れ
た
伝
説
は
数
多
く

な
か
の
一
つ
は
心
に
沁
み
る
物
語

兄
の
勘
気
に
ふ
れ
て

あ
わ
れ
源
氏
の
若
武
者
が

追
わ
れ
追
わ
れ
て
能
登
の
海

か
く
れ
住
む
我
が
身
と
流
浪
の
旅
路

重
ね
合
わ
せ
さ
ぞ
や
不
運
に
嘆
い
た

こ
と
で
あ
ろ
う

ま
し
て
落
ち
行
く
先
に
待
つ
悲
し
い

末
路

横
笛
を
巧
み
に
吹
く
美
貌
の
貴
公
子
が

残
し
て
去
っ
た
哀
愁
が
今
な
お

能
登
の
人
々
の
心
に
深
く
残
っ
て
る

義
経
主
従
の
動
向
は
謎
と
さ
れ
て
い
る
が

能
登
の
海
に
沈
む
真
赤
な
太
陽
と

岸
辺
の
岩
だ
け
が
真
実
を
知
っ
て
い
る



内 容 実 施 日 対 象 場所

ヵ月児 月 日（木） 平成 年 月生まれ 志

歳児 月 日（木） 平成 年 月生まれ 志

歳 ヵ月児

歳児
月 日（木）

平成 年 月 平成
年 月生まれ

平成 年 月 月
生まれ

富

内 容 実 施 日 対 象 場所

【受付時間】乳乳幼幼児児健健康康診診査査乳幼児健康診査

内 容 実 施 日 時 間 場所

リハビリ教室

毎週月曜日
（祝日は除く）

と

毎週金曜日
（祝日は除く）

志

内 容 実 施 日 時 間 場所

機機 能能 訓訓 練練機 能 訓 練

内 容 実 施 日 対 象 時 間 場所

すくすく
子育て相談

月 日（木）

乳幼児の
お子さんと
お母さん
どなたでも

志

月 日（木） 志

月 日（木） 富

げんキッズ広場 毎週火 金曜日
（祝日は除く）

志

ゆう遊クラブ
月 日（火） 志

月 日（火） 富

内 容 実 施 日 対 象 時 間 場所

すすくくすすくく子子育育ててすくすく子育て

【対象者】脳卒中後遺症者等で日常
生活が概ね自立している方

介護認定を受けている方は対象とはなりません。
初めての方は、事前に保健福祉センターまでご相談ください。

すくすく子育て相談希望の方は、事前に相談内容をご連絡ください。
月 日のゆう遊クラブは、親子で体操をします。お気軽にご参加ください。

内 容 実 施 日 対 象 場所

予防接種 月 日（木） カ月健診受診後
生後 カ月未満 志

内 容 実 施 日 対 象 場所

【受付時間】
予予 防防 接接 種種予 防 接 種

内 容 実 施 日 時 間 場所

いきいき健康相談 毎週金曜日
（祝日は除く）

志

こころの健康相談 月 日（金） 志

内 容 実 施 日 時 間 場所

【対象者】どなたでも健健 康康 相相 談談健 康 相 談

【対象者】 歳以上の女性
受診券を忘れずにお持ちください。女女性性ががんん検検診診女性がん検診

内 容 実 施 日 受付時間 場 所

子宮がん、

乳がん検診

（集団検診）

月 日（日） 月 日（日）
詳細は、 月広報、個別通知
でお知らせします。

地区公民館、
集会施設

月 日（日）
上熊野公民館

中甘田公民館

月 日（土）

熊野多目的
集会施設

旧福浦小学校

子宮がん検診

（個別検診）

月 日 月 日
希望者は、保健福祉センターに
申込みをしてください。
受診票を送ります。

松江産婦人科病院
公立羽咋病院
町立富来病院
桑原母と子クリニック
山田産婦人科医院
恵寿総合病院
公立能登総合病院

内 容 実 施 日 受付時間 場 所

【対象者】 歳以上の方介介 護護 予予 防防介 護 予 防

内 容 実 施 日 時 間 場所

歯ッピー
かむかむ教室

月 日
（火） 貝田倶楽部

月 日
（火）

稗造第一
公民館

月 日
（火） 今田集会所

内 容 実 施 日 時 間 場所

こころの健康相談は、 週間前までに予約が必要です。



休館日のご案内

月

日 ・ 日
日 ・ 日

開館時間
平 日
土 日 祝

お問い合わせ

志賀町立図書館
志賀町立富来図書館

休館日のご案内

月

日 ・ 日
日 ・ 日

開館時間
平 日
土 日 祝

お問い合わせ

志賀町立図書館
志賀町立富来図書館

月月

志

お問い合わせ

新
着
・
お
す
す
め
の
本

でで
んん
じじ
ろろ
うう
先先
生生
のの
超超
ウウ
ケケ
るる

で
ん
じ
ろ
う
先
生
の
超
ウ
ケ
る

実実
験験
ルル
ーー
ムム

みみ
んん
なな
びび
っっ
くく
りり
！！

実
験
ル
ー
ム

み
ん
な
び
っ
く
り
！

米米
村村
でで
んん
じじ
ろろ
うう

米
村
で
ん
じ
ろ
う

ペペ
ッッ
トト
ボボ
トト
ルル
やや
電電
球球
、、
風風
船船
なな

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
電
球
、
風
船
な

どど
をを
使使
っっ
てて
科科
学学
実実
験験
しし
ちち
ゃゃ
おお

ど
を
使
っ
て
科
学
実
験
し
ち
ゃ
お

うう
！！
風風
船船
のの
中中
でで
ココ
イイ
ンン
がが
回回
るる

う
！
風
船
の
中
で
コ
イ
ン
が
回
る

振振
動動
のの
実実
験験

やや
、、
うう
がが
いい
薬薬
でで

振
動
の
実
験

や
、
う
が
い
薬
で

指指
紋紋
がが
浮浮
きき
出出
るる
ヨヨ
ウウ
素素
のの
実実
験験

指
紋
が
浮
き
出
る
ヨ
ウ
素
の
実
験

なな
どど
、、
楽楽
しし
いい
実実
験験
がが
たた
くく
ささ
んん
紹紹

な
ど
、
楽
し
い
実
験
が
た
く
さ
ん
紹

介介
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

かか
きき
氷氷
のの
本本

か
き
氷
の
本

季季
節節
のの
果果
物物
をを
使使
っっ
たた
かか
きき
氷氷
シシ

季
節
の
果
物
を
使
っ
た
か
き
氷
シ

ロロ
ッッ
ププ
のの
作作
りり
方方
やや
、、
おお
酒酒
をを
きき
かか

ロ
ッ
プ
の
作
り
方
や
、
お
酒
を
き
か

せせ
たた
大大
人人
のの
かか
きき
氷氷
なな
どど
、、
おお
いい
しし

せ
た
大
人
の
か
き
氷
な
ど
、
お
い
し

いい
かか
きき
氷氷
をを
楽楽
しし
むむ
方方
法法
をを
紹紹
介介
。。

い
か
き
氷
を
楽
し
む
方
法
を
紹
介
。

ミミ
キキ
ササ
ーー
でで
簡簡
単単
にに
作作
れれ
るる
スス
ムム
ーー

ミ
キ
サ
ー
で
簡
単
に
作
れ
る
ス
ム
ー

ジジ
ーー
やや
フフ
ララ
ッッ
ペペ
もも
載載
っっ
てて
いい
まま

ジ
ー
や
フ
ラ
ッ
ペ
も
載
っ
て
い
ま

すす
！！
他他
にに
もも
アア
イイ
スス
クク
リリ
ーー
ムム
なな
どど

す
！
他
に
も
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど

冷冷
たた
いい
デデ
ザザ
ーー
トト
のの
作作
りり
方方
をを
紹紹
介介

冷
た
い
デ
ザ
ー
ト
の
作
り
方
を
紹
介

すす
るる
本本
がが
ああ
りり
まま
すす
のの
でで
、、
ぜぜ
ひひ
ごご

す
る
本
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利利
用用
くく
だだ
ささ
いい
。。

利
用
く
だ
さ
い
。

家
持
を
訪
ね
る
万
葉
の
旅

吟
行

一
席
は
安
中
加
奈
子
さ
ん

月

日
に
選
者
の
田
中
譲
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
、

吟
行
の
表
彰
式
と
短
歌
の
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な
し
会

日
時

月

日（
土
）

日（
土
）

午
後

時
か
ら

場
所

階
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

月 コース 場 所 ・ 時 間

日（水）
熊 野
福 浦

熊野多目的集会場
福浦郵便局前

日（木） はまなす園

日（金） 有縁の荘

日（火） 稗 造
東小室バス停
鵜野屋バス停

日（水） 保育所
とぎ保育園
ますほ保育園

日（火）
東増穂

八幡公民館
アイリス（老保）
ますほの里（特養）

志賀町デイサービスセンター

日（水） 西増穂

大福寺干場商店前
稲敷集会場
西増穂郵便局前
はまなす園デイサービスセンター
とぎ地域福祉センター

日（火）
西 海
西 浦

前浜バス停前
笹波バス停
のぞみの里
赤崎作業場前
西海長畑商店前

日（水） 富 来
すみれ作業所
富来病院

日（木） はまなす園

月 コース 場 所 ・ 時 間

日（水）

日（木）

日（金）

日（火）

日（水）

日（火）

日（水）

日（火）

日（水）

日（木）

ハ
ウ
ル
の
お
話
宅
急
便

日
時

月

日（
水
）

午
後

時

分
か
ら

場
所

富
来
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

ご
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

広
報

し
か

月
号
紙
上
で
時
代

劇
小
説
の
ご
寄
贈
を
お
願
い
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
皆
様
よ
り

冊
あ
ま

り
の
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。
池
波
正
太

郎
を
は
じ
め
、
井
口
香
四
郎
、
鈴
木
英

治
、
和
久
田
正
明
、
柴
田
錬
三
郎
な
ど
、

各
時
代
の
歴
史
や
生
活
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
貴
重

な
資
料
で
す
。

大
切
に
所
蔵
、

保
管
い
た
し

ま
す
。

読
書
の
秋

ま
で
に
整
理

し
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様

に
は
し
ば
ら

く
お
待
ち
く

だ
さ
い
。

志
賀
町
立
富
来
図
書
館

。、、

スペシャル版 話）

武将・眞田幸村に仕えた、猿飛佐助ら“眞田十勇士”の物語を、 銀
河英雄伝説 のスタッフが製作したアニメーション。スペシャル版 上
田城攻防 から一挙上映します。再上映もありますのでお見逃しなく

第 回 月 日（金）午後 時 分
スペシャル 上田城攻防 ・第 話・第 話（計約 分）

再上映 月 日（土）午後 時 分

志賀町立図書館 階視聴覚室 小学校高学年 一般

第 回は 日（金）です。詳細は志賀町立図書館のポスターまたはチラシをご覧ください。

スペシャル版 話）

武将・眞田幸村に仕えた、猿飛佐助ら“眞田十勇士”の物語を、 銀
河英雄伝説 のスタッフが製作したアニメーション。スペシャル版 上
田城攻防 から一挙上映します。再上映もありますのでお見逃しなく

第 回 月 日（金）午後 時 分
スペシャル 上田城攻防 ・第 話・第 話（計約 分）

再上映 月 日（土）午後 時 分

志賀町立図書館 階視聴覚室 小学校高学年 一般

第 回は 日（金）です。詳細は志賀町立図書館のポスターまたはチラシをご覧ください。

眞眞田田十十勇勇士士
ささななだだじじゅゅううゆゆううしし

眞田十勇士
さなだじゅうゆうし

場所 対象

夏夏 休休 みみ

別別 上上 映映特特 会会



志賀町児童館

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
２
回
め

は
、
素
振
り
、
サ
ー
ブ
を
中
心
に
練

習
を
し
ま
し
た
。
サ
ー
ブ
に
不
慣
れ

な
子
も
熱
心
に
練
習
に
励
み
、
め
き

め
き
上
達
。
さ
ら
に
、
異
年
齢
の
児

童
が
ダ
ブ
ル
ス
を
組
ん
で
試
合
に
も

ト
ラ
イ
。
お
互
い
協
力
し
、
シ
ャ
ト

ル
の
飛
ぶ
方
向
に
一
喜
一
憂
し
な
が

　

６
月
８
日
、
県
生
涯
学
習
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
ご
指
導
の
も
と
ゴ
ム

の
力
を
利
用
し
て
飛
ば
す
紙
飛
行
機

作
り
に
親
子
で
挑
戦
。
児
童
た
ち
は

　

ク
ッ
キ
ン
グ
は
白
玉
フ
ル
ー
ツ
ポ

ン
チ
作
り
に
ト
ラ
イ
。
子
ど
も
た
ち

は
白
玉
粉
を
ジ
ュ
ー
ス
や
抹
茶
で
こ

ね
、「
白
玉
作
り
は
粘
土
の
よ
う
で

お
も
し
ろ
い
」
と
い
い
な
が
ら
五
感

を
働
か
せ
て
ハ
ー
ト
や
星
、
お
花
等

好
き
な
形
の
白
玉
を
作
っ
て
い
き
ま

す
。
フ
ル
ー
ツ
の
上
に
ユ
ニ
ー
ク
な

形
で
ピ
ン
ク
や
緑
の
白
玉
を
ト
ッ
ピ

ン
グ
。
夏
ら
し
い
涼
や
か
な
お
や
つ

に
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
５
日
、
日
本
の
伝
統
文
化
に

触
れ
て
ほ
し
い
と
「
七
夕
茶
会
」
を

行
い
ま
し
た
。
七
夕
の
色
紙
に
藤
ふ
じ
は
か
ま袴

の
花
を
飾
り
、
夏
の
風
情
を
味
わ
い

な
が
ら
小
林
先
生
よ
り
お
茶
の
頂
き

方
、
お
辞
儀
の
し
か
た
等
を
教
わ
り

ま
し
た
。
男
の
子
た
ち
も
照
れ
な
が

ら
正
座
を
し
、
浴
衣
を
着
た
茶
道

子
ど
も
教
室
の
生
徒
さ
ん
か
ら
受
け

取
っ
た
お
茶
を
小
さ
な
手
で
慎
重
に

か
か
え
て
味
わ
い
ま
し
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

県
民
大
学
チ
ャ
レ
ン
ジ
志
賀

子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

★申し込み、お問い合せは　志賀町児童館まで　℡   32-1724

8月　3日（日）　　県民大学チャレンジ志賀教室
　　　　　　　　　(折り紙葉書 )　　　　13：30～
8月　9日（土）　　バドミントンクラブ　13：30～
8月23日（土）　　子どもクッキング (お楽しみ餃子 )　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13：30～
8月31日（日）　　DVDお楽しみ会　　　　13：30～
　　　　　　　　　（ドラえもん　のび太の新魔界大冒険）　

ら
お
も
い
っ
き
り
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

楽
し
み
ま
し
た
。

七

夕

茶

会

　

児
童
館
の
畑
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収

穫
を
体
験
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち

は
「
で
っ
か
い
お
イ
モ
や
ね
」「
ハ
ー

ト
の
形
や
」
と
い
い
な
が
ら
，
手
と

ス
コ
ッ
プ
を
使
っ
て
大
小
の
ジ
ャ
ガ

ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り

重
心
の
位
置
、
翼
の
角
度
、
ひ
ね
り

等
に
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
パ
ー
ツ

を
切
り
、
主
翼
・
尾
翼
等
を
張
り
合

わ
せ
ま
す
。
そ
の
後
、
友
人
と
飛
行

距
離
，
速
さ
等
を
競
い
ま
し
た
が
、

気
ま
ま
で
個
性
的
な
飛
び
方
に
歓
声

が
あ
が
り
、
探
究
心
の
芽
が
膨
ら
み

ま
し
た
。

イ
モ
を
次
々
と
掘
り
出
し
て
い
き
ま

す
。
豊
作
で
す
。
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、

収
穫
の
楽
し
さ
を
満
喫
し
ま
し
た
。



借借
地地
・・
借借
家家
をを
巡巡
るる
諸諸
問問
題題（（
そそ
のの

））

借
地
・
借
家
を
巡
る
諸
問
題（
そ
の

）

敷
金
と
は
、
借
主
の
賃
料
支
払
債
務
そ
の
他

の
債
務
を
担
保
す
る
目
的
で
、
賃
貸
借
が
終
了

し
借
主
が
賃
借
物
（
借
家
）
を
返
還
し
た
と
き

に
借
主
に
賃
料
債
務
そ
の
他
の
債
務
不
履
行
が

あ
れ
ば
そ
れ
を
差
し
引
い
た
残
額
を
、
不
履
行

が
な
け
れ
ば
全
額
を
借
主
に
返
還
す
る
約
定
の

も
と
に
借
主
か
ら
家
主
に
交
付
さ
れ
る
金
銭
で

す
。保

証
金
と
い
う
名
称
が
使
用
さ
れ
て
い
て
も
、

そ
の
目
的
が
右
記
の
趣
旨
で
あ
る
限
り
、
保
証

金
も
ま
た
敷
金
と
し
て
の
性
質
を
有
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
通
常
の
ア

パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
賃
貸
借
に
お
い
て
は
、

敷
金
と
保
証
金
は
同
じ
性
質
の
も
の
と
考
え
て

良
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
も
っ
と
も
、
敷
金
と
は

別
立
て
で
賃
料
に
比
較
し
て
著
し
く
多
額
の
保

証
金
が
授
受
さ
れ
、
建
物
の
建
設
資
金
の
一
部

に
充
て
ら
れ
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
い
わ
ゆ

る
建
設
協
力
金
と
し
て
金
銭
消
費
貸
借（
貸
金
）

の
性
質
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
敷
金
・
保
証
金
の
返
還
に
あ
た
っ

て
一
定
額
が
控
除
さ
れ
る
旨
が
あ
ら
か
じ
め
当

事
者
間
で
合
意
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
（
い
わ
ゆ

る
敷
引
き
特
約
が
あ
る
ケ
ー
ス
）で
は
、敷
金
・

敷
金
・
保
証
金
と
は
ど
の
よ
う
な
性
質
の

金
銭
で
す
か
。

保
証
金
は
、
賃
借
権
設
定
の
対
価
と
し
て
の
権

利
金
的
な
性
質
な
い
し
は
賃
料
の
前
払
い
的
な

性
質
を
も
併
せ
も
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
賃
貸
借
契
約
の
締
結
に
あ
た
り
、
敷

金
・
保
証
金
と
は
別
に

礼
金

名
目
で
返
還

を
前
提
と
し
な
い
取
り
切
り
の
金
員
が
徴
求
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
一
種
の

権
利
金
な
い
し
は
賃
料
の
前
払
い
的
性
質
を
も

っ
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

当
事
者
間
で
合
意
す
れ
ば
原
則
と
し
て
敷
引

金
を
控
除
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
事
案

に
よ
っ
て
は
控
除
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
敷
引
特
約
も
実
際
の
契
約
に
お
い
て

は
約
定
の
仕
方
は
様
々
で
、

賃
貸
借
終
了
時

に
終
了
原
因
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
一
定
金
額
を

償
却
す
る
も
の
、

賃
貸
借
契
約
が
そ
の
期
間

途
中
で
終
了
し
た
場
合
の
み
一
定
額
を
償
却
す

る
も
の
、

期
間
満
了
に
よ
る
終
了
時
の
償
却

は
低
額
と
し
、
中
途
終
了
の
場
合
の
償
却
を
よ

り
高
額
に
定
め
る
も
の
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
点
、
最
高
裁
判
所
は
、

敷
引
金
は
個
々

敷
金
・
保
証
金
の
返
還
に
あ
た
っ
て
一
定

額
を
償
却
（
控
除
）
す
る
旨
の
い
わ
ゆ
る
敷
引

特
約
は
有
効
で
す
か
。

弁護士（元高等検察庁検事）
愛知学院大学法科大学院特任教授

國田 武二郎（堀松出身）

東京地検、名古屋地検、横浜地検、岡山地検、福井地検等で捜査・
公判検事として財政・経済事犯、公安・労働事犯、選挙事犯、暴力
事犯、風紀・麻薬事犯、外国人犯罪、少年犯罪、交通事犯など数多
くの事件を担当。仙台高等検察庁検事として若手検事の指導育成に
もあたる。平成 年 月、愛知県弁護士会に弁護士登録。あすなろ
法律事務所という名称で法律事務所を開設し、弁護士として活動。
また、愛知学院大学法科大学院特任教授として法科大学院で教鞭を
取っている。平成 年から愛知・三重両県の産業保険推進センター
産業保健相談員、年金記録確認愛知地方第三者委員に就任、その他、
愛知県警察学校で講師。



借借
地地
・・
借借
家家
をを
巡巡
るる
諸諸
問問
題題（（
そそ
のの

））

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
否
か
は
、
そ
の
損
耗
・
汚

損
が
通
常
の
使
用
に
よ
っ
て
生
ず
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
か
否
か
、
に
よ
っ
て
結

論
が
異
な
っ
て
き
ま
す
。
損
耗
・
汚
損
が
通
常

の
使
用
を
し
て
い
て
も
生
ず
る
程
度
の
軽
微
な

損
耗
・
汚
損
で
あ
れ
ば
、
借
主
が
そ
の
修
繕
費

用
を
負
担
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が

っ
て
、
そ
の
場
合
に
は
家
主
の
追
加
請
求
に
応

ず
る
必
要
は
な
く
、
敷
金

万
円
全
額
の
返
還

を
請
求
で
き
ま
す
。
そ
の
理
由
で
す
が
、
通
常

賃
貸
借
契
約
書
に
は
、
退
去
の
際
に
は
物
件
を

原
状
に
回
復
し
た
上
で
明
け
渡
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
い
う
趣
旨
の
条
項
が
入
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
家
主
は
、
こ
の
条
項
に
基
づ
い
て

本
事
例
の
よ
う
な
室
内
の
修
繕
等
に
か
か
る
費

用
を
原
状
回
復
費
用
（
修
繕
費
用
）
と
し
て
敷

金
か
ら
差
し
引
い
た
り
、
敷
金
を
超
過
す
る
場

合
に
は
超
過
し
た
部
分
の
金
額
を
追
加
請
求
し

て
く
る
場
合
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
場
合
、
賃

貸
借
契
約
書
に
書
か
れ
て
い
る

原
状
回
復

と
い
う
言
葉
の
意
味
が
問
題
と
な
り
ま
す
が
、

特
別
の
約
定
が
な
い
限
り
、
入
居
し
た
場
合
と

全
く
同
一
の
状
態
に
戻
す
こ
と
ま
で
は
必
要
で

な
く
、
年
数
の
経
過
に
よ
っ
て
生
じ
た
り
、
通

常
の
用
法
に
従
っ
て
使
用
し
て
い
た
場
合
に
生

じ
る
よ
う
な
損
耗
・
汚
損
は
、
そ
の
ま
ま
の
状

態
で
明
け
渡
せ
ば
よ
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
も
そ
も
賃
貸
借
と
い
う
の
は
、

物
件
を
借
主
に
使
用
さ
せ
る
こ
と
が
前
提
と
な

っ
て
お
り
、
家
主
は
そ
の
対
価
と
し
て
家
賃
を

受
け
取
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
通
常
の
使

用
に
よ
っ
て
生
じ
る
損
耗
・
汚
損
は
本
来
家
賃

の
契
約
毎
に
様
々
な
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ

る

と
し
て
事
案
毎
の
敷
引
金
の
性
質
や
当
事

者
ら
の
合
理
的
意
思
解
釈
に
よ
り
控
除
で
き
る

か
否
か
が
決
ま
る
と
判
断
し
、
阪
神
淡
路
大
震

災
に
お
い
て
建
物
が
滅
失
し
て
賃
貸
借
が
終
了

し
た
事
案
で
は
、
災
害
に
よ
り
当
事
者
が
予
期

し
な
い
時
期
に
終
了
し
た
場
合
に
ま
で
敷
引
金

を
返
還
し
な
い
と
合
意
が
成
立
し
て
お
ら
ず
、

敷
引
特
約
を
適
用
で
き
な
い
と
判
断
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

事
案
毎
の
敷
引
金

の
性
質
や
当
事
者
の
合
理
的
意
思
解
釈
に
よ

る

と
い
う
判
断
枠
組
み
は
、

の
い
ず

れ
の
ケ
ー
ス
に
も
あ
て
は
ま
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。こ

の
事
例
で
は
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
壁
紙
（
ク

ロ
ス
）
の
貼
替
え
、
畳
の
表
替
え
、
室
内
の
清

掃
等
の
費
用
を
請
求
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
こ
れ
ら
の
費
用
を
借
主
が
負
担
し
な

私
は
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
ま
し

た
が
、
引
越
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
部
屋
の
明

渡
し
を
済
ま
せ
た
上
で
家
主
に
対
し
て
入
居
の

際
に
預
け
て
い
た
敷
金

万
円
の
返
還
を
求
め

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
家
主
か
ら
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
、

壁
紙
（
ク
ロ
ス
）
の
貼
替
え
、
畳
の
表
替
え
、

室
内
の
清
掃
等
の
原
状
回
復
費
用（
修
繕
費
用
）

と
し
て

万
円
か
か
る
と
言
わ
れ
、
逆
に
敷
金

と
の
差
額

万
円
を
追
加
請
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の

万
円
は
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
敷
金
は
返
っ
て
こ
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

で
カ
バ
ー
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
か
ら
で
す
。
ま

た
、
年
数
の
経
過
に
よ
っ
て
生
じ
る
自
然
損
耗

な
ど
も
、
こ
れ
は
家
主
が
入
居
す
る
し
な
い
に

か
か
わ
ら
ず
生
じ
る
も
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
を

元
の
状
態
に
戻
す
費
用
を
借
主
が
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の
は
不
合
理
だ
か
ら
で

す
。
他
方
、
借
主
は
、
物
件
を
そ
の
用
法
に
従

っ
て
使
用
収
益
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
ま
す
か

ら
、
借
主
が
故
意
又
は
過
失
に
よ
り
通
常
の
用

法
に
伴
っ
て
生
ず
る
程
度
を
超
え
る
重
大
な
損

耗
・
汚
損
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
に
は
、
借
主
の

方
で
そ
の
修
繕
費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
多
く
の
判
例
で
も

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
が

平
成

年

月
に
出
し
て
い
る

原
状
回
復
を

め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
お
い

て
も
、

建
物
・
設
備
等
の
自
然
的
な
劣
化
・

損
耗
等
（
年
数
の
経
過
）、
及
び
、

賃
借
人

の
通
常
の
使
用
に
よ
り
生
ず
る
損
耗
等
（
通
常

損
耗
）
に
つ
い
て
の
修
繕
費
用
は
家
主
が
負
担

す
べ
き
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
借
主
が
負
担
す
べ
き

原
状
回
復

の

内
容
に
つ
い
て
は
、

賃
借
人
の
住
居
、
使
用

に
よ
り
発
生
し
た
建
物
価
値
の
減
少
の
う
ち
、

賃
借
人
の
故
意
・
過
失
、
善
管
注
意
義
務
違
反
、

そ
の
他
通
常
の
使
用
を
超
え
る
よ
う
な
使
用
に

よ
る
損
耗
等
を
復
旧
す
る
こ
と

と
定
義
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。





休日夜間当番薬局 時間 午後 時 午前 時
診診療療時時間間はは、、午午前前 時時かからら正正午午ままでででですす。。ななおお、、受受診診のの際際ににはは、、事事前前にに病病院院へへ電電話話連連絡絡ししててくくだだささいい。。診療時間は、午前 時から正午までです。なお、受診の際には、事前に病院へ電話連絡してください。
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氏

名

年

齢

本
籍
ま
た
は
住
所

吉
野

修
吉

中
橋

昇

進
藤
ト
ク
子

城
山

俊
和

米
町
一
二
三

小
泉

園
平

鍛
治
本
外
雄

干
場
キ
ミ
子

田
中

茂
春

鳥
宮

實
玄

中
村

廣
子

酒
井
キ
ヨ
ノ

池
端

良
子

石
田

さ
い

橋
本

つ
ね

寺
井
喜
和
子

駒
井

政
信

東
間

よ
み

山
口
た
つ
い

坂
井
彌
之
助

西
本

孝
一

喜
美
子

藤
居

好
勝

川
内
喜
久
枝

山
下

純
生

伊
藤

勇

敦
賀
あ
さ
の

倉
さ
さ
の

小
道
み
さ
を

中
間

は
る

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳

中

畠

百

浦

高
浜
町

町

居

直

海

安
部
屋

富
来
地
頭
町

酒

見

高
浜
町

富
来
高
田

笹

波

高
浜
町

給

分

富
来
領
家
町

相

神

富
来
領
家
町

高
浜
町

西
海
風
無

矢

田

坪

野

里
本
江

仏

木

相

神

赤

崎

富
来
地
頭
町

末

吉

安
部
屋

西
海
風
無

谷

屋

東
小
室

氏

名

年

齢

本
籍
ま
た
は
住
所

月月 日日現現在在月 日現在

当番医名 住 所 電話番号 当番薬局 住 所

日
（日）

疋島クリニック 羽咋市旭町
鶴多あおぞら薬局 羽咋市鶴多町

加藤病院 志賀町高浜町

日
（日）

おおの整形外科クリニック 羽咋市鶴多町
ヒ ラ バ 薬 局 羽咋市川原町

向病院 志賀町富来領家町

日
（日）

保志場医院 羽咋市的場町
高 田 薬 局 羽咋市川原町

平場内科クリニック 羽咋市中央町

日
（日）

河 医院 志賀町高浜町
カ ワ サ キ 薬 局 羽咋市旭町

岩脇医院 羽咋市的場町

日
（日）

松沼医院 宝達志水町敷波
プリスケア薬局 志賀町高浜町

志賀クリニック 志賀町高浜町

当番医名 住 所 電話番号 当番薬局 住 所

日
（日）

疋島クリニック
鶴多あおぞら薬局

加藤病院

日
（日）

おおの整形外科クリニック
ヒ ラ バ 薬 局

向病院

日
（日）

保志場医院
高 田 薬 局

平場内科クリニック

日
（日）

河 医院
カ ワ サ キ 薬 局

岩脇医院

日
（日）

松沼医院
プリスケア薬局

志賀クリニック

【 お 断 り 】
このコーナーは、当町で届出
をし、希望がある方のみ掲載し
ています。他市町村での届出を
予定し、掲載を希望する場合は
届出書の余白に 広報掲載希望
とお書き下さい。

氏

名

保
護
者
名

本
籍
ま
た
は
住
所

宮
崎

大
翔
ひ
ろ
と

雅
美

知
佳

甘

田

後
藤

雄
飛
ゆ
う
ひ

貴
志

理

赤

住

後
藤

大
翔
ひ
ろ
と

貴
志

理

赤

住

山
本

愛
佳
ま
な
か

紀

彦

妙

子

三

明

干
場
研
太
郎

け
ん
た
ろ
う

将

徳

裕

美

鹿

頭

宮
崎

寧
々
ね

ね

正

成

美

帆

徳

田

村
山
志
捺
里

し

お

り

吉

行
香

米

浜

金
子

梓
彩
あ
ず
さ

稔

彦

ゆ
か
り

仏

木

西
浦

侑
香
ゆ
う
か

英

紀

弥

生

富
来
地
頭
町

嘉
治

優
真
ゆ
う
ま

真

人

麻

美

米

町

村
田

和
希
か
ず
き

泰

之

知

実

富
来
領
家
町

濱

稀
美
く
る
み

哲

也

由
希
子

笹

波

氏

名

保
護
者
名

本
籍
ま
た
は
住
所

後
藤

雄
飛
ゆ
う
ひ

貴
志

理

赤

住

山
本

愛
佳
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塚田　葵
あおね

音ちゃん

　
　１才３ヵ月のあおねです。小柄だけ
ど、いつも元気に動きまわっていて、
じっとしていません。少しずつ芸がで
きるようになってきて、ますます可愛
くなってきました。これからも元気で
健康に育ってね。

　

　羽咋郡市広域圏事務組合リサイクルセンター（クリンクルはくい）は、各家庭から
出される可燃ごみを処理するため、年間130万リットルの灯油を使用しています。
　生ごみは水分が多いと、焼却に余分なエネルギーがかかります。
皆さんが生ごみの水切り（しぼる・一晩置く）を徹底していただけると、年間約10
万リットル（ドラム缶500本分）の灯油を減らすことができ、CO２（二酸化炭素）は
年間で251トンもの排出が削減できます。限られた石油資源の消費を減らし、地球
環境への負荷を軽減できますので、生ごみを捨てるときは水切りの徹底にご協力ください。

羽咋郡市広域圏事務組合環境保全課　℡27-1153

　志賀町と姉妹都市提携している福井県高浜町との交流事業が行われます。
　今年は、両町ともに盛んに行われている学童野球の交流試合を下記の日程で
計画しています。町民の皆様の応援をよろしくお願いします。

　８月16日 (土 )：志賀町野球場
　　　午後1時～　　　　　歓迎式
　　　午後1時30分～　　交流試合 (志賀つちだ vs高浜町 )
　　　午後3時～　　　　　交流試合 (高浜クラブ vs高浜町 )

　８月17日 (日 )：富来小学校グラウンド
　　　午前9時00分～　　交流試合 (富来ますほ vs高浜町 )

　　　　※荒天の場合は、屋内競技に変更になります。

成瀬　光
ひかり

梨ちゃん

　

　１才になり、日々成長していく光梨。
　大好きなお姉ちゃんと仲良く、毎日
笑顔でいてね。

　

う
っ
と
う
し
い
梅
雨
も
明
け
、
夏
本
番

で
す
ね
。

　

今
月
に
は
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
日
本
の
選
手
た
ち
が
い
く
つ

メ
ダ
ル
を
取
っ
て
く
れ
る
か
楽
し
み
で
す

ね
。
個
人
的
に
は
水
泳
の
北
島
選
手
に
金

メ
ダ
ル
を
取
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い

ま
す
。
歳
が
近
い
せ
い
か
、
彼
が
世
界
を

相
手
に
動
じ
ず
、
堂
々
と
戦
っ
て
い
る
姿

を
み
て
、
と
て
も
刺
激
に
な
り
ま
す
。
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